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文責 学校長・阿部 誠

最初に、終業式で思いや願いを堂々と発表した代表児童二人の言葉を紹介します。

夏季休業中の我々は、基本的には毎日出勤していますが、指導力・授業力向上のために

各種研修会に参加する機会が多くなります。2学期から再び子ども達の成長に寄与できるよう

に、指導方法を研究し指導技術を磨きたいと強く思っています。

1学期間、多大なるご支援をいただき本当にありがとうございました。
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『チーム南小』 きらきらと輝いた第1学期が終了！

たのしかったよ 1ねん1くみ こみや あいり

わたしは、みなみしょうににゅうがくして、うれしかったことがあります。それはあたらしいともだちができたことです。いっ

しょにおにごっこをしています。べんきょうでは、こくごでひらがなが、さんすうでは、たしざんやひきざんができるようにな

りました。たいいくで、ぷうるにはいってながれるぷうるをしたのもたのしかったです。

2がっきも、べんきょうをがんばったり、おともだちとなかよくしたりしたいです。

今日で、いよいよ第１学期がおしまいです。4月から今日まで担任の先生方は、あなた達一人ひとりのことを大切にし
てきました。「よく分かる楽しい授業にするためにはどうしたらいいか。」と考え、しっかり準備をしました。授業中はたくさ

んの子ども達を活躍させました。休み時間や昼休みには、あなた達と一緒に遊んだり相談したりしました。学級担任で

はない先生達も、あなた達と一緒に活動したりあなた達と一緒に考えたりして、あなた達のことをたくさん支えました。そ

して、あなた達は、この4か月で大きく成長しました。明日からは、あなた達を励ましたり注意したりする先生達はそばに
いません。毎日「こんな時はどうすればいいのか。」と考え、「よし、自分のためにこうしよう。」と自分で決めなければいけ

ません。そこで、正しいと思ったことや自分のためになると考えたことに、どんどんチェレンジしてみよう。チャレンジして

失敗しても、その失敗にくじけないで再びチャレンジしてみよう。どんどんいろいろなことにチャレンジしているあなた達

を、ここにいる南小の先生達や家族は応援しています。さあ、明日から長い夏休みが始まります。病気や怪我に十分

気をつけて生活してね。 《終業式にて》

1学期に学んだこと 6年2組 森 さあや

私には4年生のころから打ち込んでいることがあります。それは、陸上競技です。
私は、5年生の1学期の練習で足をけがしてしまい、走ることはもちろん運動の全てを、病院の先生に止められてしまい、2学期、3学期
と辛い時間を過ごしました。6年生になり、同じ失敗を繰り返さないために心に決めた目標があります。それは、「気持ちよく走るために、
柔軟体操やウォーミング・アップ、クーリング・ダウンなど、全ての運動に手を抜かない。」ことです。また、生活面でも食事に気を付けた

り、早寝早起きを心がけたりと、自分のためになることなので改善できるように頑張りました。6月に行われた県大会では、個人種目で
決勝戦に進むことができませんでしたが、リレーでは3位入賞をすることができ、初めてのメダルを手にすることができました。一人の力
では叶わなかった夢も、チームの仲間と力を合わせることによって、叶えることができ、友達や仲間の大切さを身にしみて感じることが

できました。リレーをとおして学んだチームワークの大切さを、クラスや部活で生かし、仲間との絆を深めていきたいと思います。

学習面では、苦手な水泳を克服する為に、個人練習をしたり友達に教えてもらったりと努力しました。そのかいもあって今年は、目標と

していた距離よりも長く泳げるようになりました。9月の記録会で自己記録を更新できるよう、夏休みも積極的に練習に参加します。
学習や生活、運動も努力した分成長できることを感じられた充実した1学期でした。


